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　暑さが続くなかでも、賑やかな雰囲気のなかで
和気あいあいと汗を流し、月２回顔を合わせる仲
間とおしゃべりをする事が健康向上につながって
います！！
　筋力トレーニング教室は、運動強度ごとに「ゆっ
たり」「ときめき」「しなやか」「はつらつ」の4
つのコースに分かれています。自分の体力に合っ
たコースで夏の暑さを吹き飛ばしています。

筋力トレーニング教室
ときめきコース

　５月２２日㈭三川町赤十字奉仕団つくしの会の皆さんから、福祉センターの環境
整備活動として、敷地内の除草や車椅子の清掃、花の植え付けをしていただきまし
た。つくしの会の皆様、雨天での作業ありがとうございました。
　つくしの会では、はんどめいど糸楽蔵やなの花荘で、定期的にボランティア活動を
しています。１１月には、横山小学校児童との交流活動も予定しています。

　フードドライブとは、家庭で余っている、または使う予定が無い
食品を、食の支援を必要とする世帯へお渡しする活動です。食べら
れるのに捨てられてしまう食品ロスを減らすことにも繋がります。
缶詰１つ、お菓子１つからでもご提供いただけます。もし、お手元
に余ってしまった食品がありましたら是非ご協力をお願いします。

フードドライブへご協力をお願いします
R7.3.1～R7.7.31に頂いた物資の量【201.3kg】R7.3.1～R7.7.31に頂いた物資の量【201.3kg】

〇回収場所…三川町社会福祉センターと、
　　　　　　イオン三川店サービスカウンター脇に回収ボックスを
　　　　　　設置しています。
〇ご注意いただきたい点
　・賞味期限が明記されており、残り２か月以上あるもの
　・常温保存が可能なもの
　・未開封のもの
　・破損、変形などしておらず、中身が出ていないもの
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令和６年度  社会福祉協議会 事業報告令和６年度  社会福祉協議会 事業報告令和7年度  社会福祉協議会 事業計画令和7年度  社会福祉協議会 事業計画令和7年度  社会福祉協議会 事業計画

共同募金配分金事業
● ミ ニ サ ロ ン 事 業…町内12カ所で開催（福祉センターサロン１カ所・町内会高齢者サロン11カ所）

● ふるさと少年教室…年２回（夏１回・冬１回）開催（児童延べ参加人数47名　協力者延べ人数33名）

● 一人暮らし高齢者・高齢者世帯緊急連絡先カードの整備…発行件数115件

● 福祉・介護機器貸与事業…延べ貸し出し数７台

● 給食サービス事業…毎月第２・４水曜日配食

配食延べ数512食（平均21.3食）、登録者35名

社会福祉協議会が事務局を担当している団体
● 老人クラブ連合会

● ボランティア連絡協議会

● 手をつなぐ育成会

● 民生児童委員協議会

● 身体障害者福祉協会

● 母子寡婦福祉会

● 遺族会

● 赤十字奉仕団つくしの会

社会福祉協議会運営事業
● 一人暮らし高齢者会食交流会…年８回開催　参加延べ人数82名

● フードドライブ…随時開催

● 社会福祉センター運営…利用延べ人数17,466名（内、子ども広場317名）

● 地域支え合い体制づくり事業…冬期間見守り援助活動（除雪作業）

延べ利用回数48回

重点項目
● 地域での見守り・支え合い活動の推進
● 相談・支援体制の強化
● 法人及び社会福祉センター運営の充実

令和 6 年度

収支決算

　「三川町地域福祉活動計画」のテーマである『住み慣れた地域でいきいきと健康で安心して暮らし続け

るまちづくり』の実現に向けて、住民の主体的な参加と、行政及び福祉員、民生委員・児童委員などの福

祉関係者、団体、関連機関、ボランティア等との連携・協働のもと、人と人とがつながる支え合いづくり

の取り組みを推進し展開していきます。

　加えて、近年、多発する豪雨災害等の自然災害発生時の対応として、災害ボランティアセンターとして

の役割が求められております。そのための体制や機能を高めることも含め、三川町と連携していきます。

　また、生活困窮者や低所得者世帯、高齢者や障害者の地域での生活を支えるため、相談支援体制の充実

と各関係機関との連携を図るとともに、住民の多様な課題に包括的に対応するよう努めていきます。

収入の部 33,541,557円 支出の部 31,976,362円

地域福祉事業 （町からの受託事業）
● 楽らく貯筋塾…１・２クール各６回開催

延べ登録者55名、参加延べ人数273名

● 筋力トレーニング教室…４コース各24回開催　延べ登録者105名

● 心配ごと相談所…月曜日～金曜日開設　年間相談実績57件

● 特設無料相談会…相談員：司法書士１名、年４回開催、相談件数17件

法人運営費
15,230,620円

寄付金
215,089円

事業収入
590,350円

償還金等
74,000円

会費収入
4,065,000円

共同募金配分金
2,119,855円 受託金

6,046,600円

6,087,651円

福祉センター
運営費

2,419,857円
共同募金配分事業

206,400円
負担金

140,800円
貸付事業

962,411円
その他

6,113,305円
受託事業815,318円

地域福祉事業費

事業実施計画
● 法人運営、基盤強化 ……………………

● 地域福祉推進事業の展開 ………………

● 高齢者在宅福祉事業の展開 ……………

● 障がい児・者への支援事業の展開 ……

● ひとり親世帯への支援事業の展開 ……

● 生活支援活動の展開 ……………………

● 共同募金活動の展開 ……………………

● 施設の適正管理 …………………………

本会事業全体の管理、総合的・計画的な事業執行を行うための、
行政や関係機関との連絡、調整を図り適切な運営を推進する。

　地域ネットワーク活動の展開
　地域ネットワーク活動の展開地域における人々の共同体（コミュニティ）
　が、より一層機能的な活動ができるような取り組みを展開する。

　ボランティア活動・地域福祉啓発活動の推進
　ボランティア活動についての啓発活動を行うとともに、小中学生等に
　対しても地域福祉についての学びの場を提供し、町民が積極的に地域
　活動に参加できるよう情報を発信する。

　関連機関と連携した福祉活動支援
　町民の主体的、自主的な運営による各種団体や組織に対する情報提
　供や事務的支援を展開し、活動の充実を図る。

高齢化が進展する状況において、より健やかに安心して暮らせるよう、
見守り活動や健康を保つための支援を展開する。

障がい児・者の社会参加の促進とその家族が安心して生活できるよう、
相談・情報提供を行う。

抱えている課題等を明確にしながら、その支援策の充実を図る。

町民にもっとも身近な相談機関として、各種相談のほか、福祉資金
の貸付相談や権利擁護のための支援活動などを展開する。

　赤い羽根共同募金運動の推進（10月１日～ 12月 31日）
　歳末たすけあい運動の推進（12月１日～ 12月 31日）

町民の社会福祉の拠点として、利用者の誰もが安心して利用できる
ように施設運営を行う。

補助金
20,174,276円

給食サービス事業「ふれあい弁当」調理風景

フードドライブ回収ボックス設置（福祉センター）

世代間交流「ふるさと少年教室」
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　暑さが続くなかでも、賑やかな雰囲気のなかで
和気あいあいと汗を流し、月２回顔を合わせる仲
間とおしゃべりをする事が健康向上につながって
います！！
　筋力トレーニング教室は、運動強度ごとに「ゆっ
たり」「ときめき」「しなやか」「はつらつ」の4
つのコースに分かれています。自分の体力に合っ
たコースで夏の暑さを吹き飛ばしています。

筋力トレーニング教室
ときめきコース

　５月２２日㈭三川町赤十字奉仕団つくしの会の皆さんから、福祉センターの環境
整備活動として、敷地内の除草や車椅子の清掃、花の植え付けをしていただきまし
た。つくしの会の皆様、雨天での作業ありがとうございました。
　つくしの会では、はんどめいど糸楽蔵やなの花荘で、定期的にボランティア活動を
しています。１１月には、横山小学校児童との交流活動も予定しています。

　フードドライブとは、家庭で余っている、または使う予定が無い
食品を、食の支援を必要とする世帯へお渡しする活動です。食べら
れるのに捨てられてしまう食品ロスを減らすことにも繋がります。
缶詰１つ、お菓子１つからでもご提供いただけます。もし、お手元
に余ってしまった食品がありましたら是非ご協力をお願いします。

フードドライブへご協力をお願いします
R7.3.1～R7.7.31に頂いた物資の量【201.3kg】R7.3.1～R7.7.31に頂いた物資の量【201.3kg】

〇回収場所…三川町社会福祉センターと、
　　　　　　イオン三川店サービスカウンター脇に回収ボックスを
　　　　　　設置しています。
〇ご注意いただきたい点
　・賞味期限が明記されており、残り２か月以上あるもの
　・常温保存が可能なもの
　・未開封のもの
　・破損、変形などしておらず、中身が出ていないもの
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